『おっとくだね！ちゅーぶ』
中部地域振興課＠ローズコム情報紙 　第１９０号

２０２２年（令和４年） １２月１５日発行

問合せ先　中部地域振興課
住所　福山市霞町一丁目１０番１号 

電　　話　　０８４－９３２－７２６５

ファックス　０８４－９２８－８６０９
tyuubu-chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp


人権・社会教育活動事業
ハートフルステージ２０２２
パネルディスカッション

「今，子どもたちは・・」
～子どもたちの心が見えていますか〜
地域で暮らす子どもたちが，いきいきと活動できる地域・学校・家庭であるために何が必要か，参加者のみなさんと一緒に考えたいと思います。
〈パネラー〉
■教育現場より
福山市立誠之中学校　校長　羽原　靖明さん
福山市立新涯小学校　校長　池田　明子さん
■地域現場より
　新涯学区まちづくり推進委員会
　　　　　　　　　委員長　倉田　秀孝さん
福山市第五区民生児童委員協議会
　　　　　　主任児童委員　藤田　久子さん
福山市教育アドバイザー　　石田　孝志さん
■とき　２０２３年（令和５年）１月２８日（土）
１４時から１５時３０分
■ところ　福山市立新涯小学校　体育館
■定員　１００人先着順　入場無料
■手話・要約筆記あり
■主催　福山市中部地域振興課
■電話　０８４－９３２－７２６５

■Fax　０８４－９２８－８６０９
■共催　新涯学区人権啓発推進協議会
■新涯公民館　電話０８４－９５３－５６３４
■駐車場は，新涯小学校グランドをご利用ください。

※新型コロナウイルス感染症対策のため，マスクを着用してご参加ください。当日，受付で検温，消毒をお願いします。座席は間隔をあけてご用意します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により，やむを得ず中止する場合があります。ご了承ください。
＝人権は一人ひとりの宝物＝


放課後子ども教室訪問レポート
事業報告　　
◆「放課後子ども教室」を知っていますか？福山市では放課後の時間や参観日，週末など小学校や公民館を活用し，子どもの安心・安全な居場所を設け，さまざまな活動に取り組んでいます。ほんの一部ですが，活動の様子ご覧ください。
久松台公民館　バレーボール教室
バレーボールというスポーツを通して，チームプレイの大切さを学び，心もからだも成長しています。
深津学区　野菜栽培
野菜教室では，作物を育てる過程で，子どもたちの心もしっかり育っていました。
今年度も新型コロナウイルスの影響で，感染予防対策をしながら実施していただいています。中部管内での「放課後子ども教室」も，たくさんのボランティアの方にご協力いただき実施することができました。ありがとうございました！実施に関する相談やボランティアに興味がある方は，中部地域振興課まで問合せてください。
★放課後子ども教室　実施に関するご相談は・・・
　福山市中部地域振興課　℡９３２－７２６５まで
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カラフル絵の具箱！
本庄コミュニティセンター
相続・遺言手続きに関する，行政書士等による無料相談会
最近，親が亡くなったのだけれど，何をすればいいのかわからない。
遺言を書いておきたいが，どう書けばいい？
秘密は厳守いたしますので，安心してご相談ください。
日　時　１月２１日（土）１３時３０分から１６時３０分
　　　　相談はお一人４５分間です。予約は前日まで受付けます。
場　所　本庄コミュニティセンター　
☎９２３－８４７５
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お知らせ掲示板
中央図書館　行事予定
・１２月１４日（水）から１月２４日（火）展示「情報の世紀－科学道２０２２－」
情報化社会において情報を活用するためには何が必要なのか，また身近にあるAI技術などをパネルで紹介する。
・１月３１日（火）から３月１３日（月）展示「ゴッホと印象派の時代」
２０２３年のゴッホ生誕１７０年を記念して，印象派とその後に続くポスト印象派を代表する画家や作品について，パネルで紹介する。
※年末年始の休館　１２月２９日（水）から１月３日（火）
※特別館内整理日の休館　１月２５日（水）から１月３０日（月）
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ちゅー吉さんのつぶやき
満州への移民政策により，「大陸の花嫁」の真意が伝えられぬまま，義勇隊員として渡り，結婚させられた。ソ連軍の侵攻により，命からがら避難。お腹の子を守るため，農家に助けられ再び結婚。そして，子たちとともに，３５年を経て，帰国。戦火の時代に翻弄され，今を生き抜く栗原さんのドキュメンタリー映画。
中国映画「花の夢」を鑑賞して
★あまりにも不遇で理不尽で，今後，こういったことのない時代を作っていく，こういった思いもさることながら，一番の感想は，栗原さんの「生きる強さ」，また，「耐え抜いてつかんだ末の幸せ」であった。また，ソ連軍の侵攻からの避難や収容施設から，死ぬかもしれない覚悟の脱走，その後の中国の農家の良き人との結婚，支え合う人がいたことも救いであった。
★夫や子どもたちの理解もあり，日本へ帰国したものの，言葉や生活習慣，帰国者への偏見など，家族みんなでつらい日々を耐え抜いた。
★子どもたちにかこまれ，幸せそうに笑っている栗原さんがとても，心に残った。「生きるまで生き抜く」その強い覚悟で乗り越えた先に・・・子どもから孫，ひ孫へと命がつながる幸せをとても強く感じた映画だった。
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　　視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。
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報告　ハートフルステージ２０２２（西深津学区）を
開催しました。
１２月３日（土）「西深津学区人権週間記念事業2022」のプレイベントとして，『沖縄復帰５０周年～わたしたちのくらしと沖縄～』をテーマに，あじあんのお二人（岡本広士さん・土井健史さん）から第二次世界大戦復帰前後の沖縄について，歌を交えながらお話をしていただきました。
『第二次世界大戦後，「サンフランシスコ平和条約」を1951年9月に調印し，1952年4月28日の発効により，連合国による占領は終わり，日本は主権を回復しました。しかし，沖縄・奄美大島・小笠原諸島はアメリカの施政権下に置かれ，その間はアメリカの法律に従って，沖縄との往来はパスポートが必要でした。日本でありながら日本でない…。そんな状況におかれたのです。1972年5月15日に，沖縄（琉球諸島・大東諸島）の施政権がアメリカから日本に返還されました。日本の法令用語としては，『沖縄の復帰』といいます。1972年以降，車道が右側から左側へかわるなど，日本の生活様式にかわっていきましたが，アメリカ軍の基地が多く残り未だ影響が強く残っています。
沖縄での平和行進に参加した時，沖縄のおじぃ，おばぁから“年をとって私らが出来んことをあんたらがしてくれている。感謝している”と言われた事もあります。こういった沖縄との出会いから，自分たちの取組みは小さいけれど世の中が平和であるよう次の人へとつなぐ取組みをやっていきたい。』と締めくくられました。歌では，沖縄の自然・基地・市場等の写真をスクリーンに映し出しながら，「涙そうそう」「イチャリバチョーデー（オリジナル）」「花酒（オリジナル）」「ハナミズキ」「島唄」など，歌詞の意味も説明し歌っていただきました。
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２０２２年１２月１０日（土）
ふくやま♡まちづくり大学　実践交流会を開催
しました　
第１部では，昨年度まちづくりミーティングを実施し
た久松台学区からは，ミーティングを実施した経緯を
やその後の学区の取組についての紹介を，2019年度『持続可能な地域コミュニティモデル事業』を実施した曙学区からは，その後変化してきた地域活動についての紹介をいただきました。①多様化する地域課題を解決することが『地域づくり』である，②『地域づくり』にはいろいろな世代が集まって話し合う場が必要であり，それぞれの課題を共有する。③課題解決に向けて協力する。が重要であることを柱に，ミーティング参加者が「話し合い」を楽しみにされるようになったことや，以前はできていなかった「話し合い」を大切に進めてきたことにより，毎月の定例会で，参加者全員が各団体の活動内容や近況報告をするようになり，情報の共有とお互いの理解が深まっていること，若い世代や町内会未加入者にも情報を届けるため，HP開設に向け準備中であること等，「みんなで取組，前進していく！」，ことを熱く報告いただいました。第２部のグループワークでは，「まちづくり推進委員会の会議について」，「情報発信について」等の意見交流を行いました。「会議は事業毎に実施しているが，自由な意見交換の場になっていない」「事業内容や自由な意見交流ができている」「Zoom会議ができるようになった」「情報共有・発信についても，紙ベースだけだはなく，既にHPや公式LINEなどデジタル技術も取り入れている」「今後，町内会未加入者への対応について情報交換したい」など数多くの意見が出されました。次年度の内容を精査して実践する予定です。
※２学区の取組事例のパワーポイント資料を各学区へ貸出を行う予定です。
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